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市
で
は
、
野
鳥
観
察
を
通
し

て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

「
佐
潟
」
の
自
然
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
市
民
探
鳥
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
月
の
佐
潟
は
、

約
３
０
０
０
羽
の
白
鳥
を
は
じ

広報テレビ　さわやか新潟（BSN 第１土曜11:00～11:30）※手話通訳付き　新潟市政ニュース（NST 毎週日曜8:55～9:00） すこやか新潟（TeNY 毎週日曜11:25～11:30）※手話通訳付き　にいがた子どもの広場（NT21 毎週日曜17:55～18:00）

新潟テルサ　田耕追悼イベント

鬼太鼓座マラソンライブツアー
日時 ４月13日午後６時半開演
チケット 4,000円　※同館と市内の主
なプレイガイドで発売中
問い合わせ 同館（�281-1888）へ

坂井輪地区公民館
申し込み 同館（�269-2043）へ
�中学・高校生ボランティアスタッフ募集
活動内容 イベント計画、ほか
募集期間 ３月まで
�ユースセミナー「熱い人広場」
日時 １月26日午後７時～９時
内容 性、恋愛などのフリートーク
対象 高校生～30代
�事例で学ぼう思春期
日時 １月28日午後７時～９時
テーマ 素直になれない
定員 先着20人 小針青山公民館 親子のびのび教室

日時 ２月２・９・16日午前10時～正午
内容 親子ふれあい遊び、紙の雪ふらせ
よう、ほか　対象 幼児とその家族30組　
参加費 １人1回12円程度　
申し込み １月26日（必着）までにはが
きに、住所、参加者全員の氏名、電話番
号、幼児の年齢を記入し、小針2-24-1、
同館（西新潟市民会館内�230-1071）
へ　※応募多数の場合抽選、月曜休館
（祝日の場合翌日）

万 代 市 民 会 館
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�246-7711）へ
�グループ展
日時 １月19・20日午前９時～午後９時
半（20日は午後４時まで）
展示内容 書、ちぎり絵、絵てがみ、ほか
�芸能交歓会
日時 １月20日午前９時半～午後３時半
内容 詩吟、大正琴、フラダンス、ほか

鳥屋野地区公民館
申し込み 同館（�285-2371）へ
�新潟ふるさと再発見
日時 １月18日～３月１日午後１時半～
３時半（金曜全６回） 参加費 100円
内容 鳥屋野潟の自然、信濃川の漁業、
マンガあれこれ、ほか　定員 先着60人
�立ひな木目込み人形（真多呂）講習会
日時 １月22日～２月12日毎週火曜日午
前10時～正午　対象 成人先着10人
参加費 9,000円

新春をかざる講演と音楽
日時 １月19日午後２時から
会場 高校会館（川岸町２）
内容 講演「山で学んだこと」小林光衛
（元文部省登山研究所講師）、アコーディ
オン演奏
問い合わせ 県高等学校退職者の会（�
265-1110）へ

起業したい人や新事業開拓のための

起 業 家 育 成 講 座
日時 １月26・27日、２月２日午前10時
～午後５時（１月26日は午後１時から）
会場 新潟ソフトウェアセンター（上所２）
内容 事業コンセプトとマーケットの捉
え方、ビジネスプランの作り方、ほか
対象 パソコンの基本的操作ができる人
先着15人　参加費 6,000円
申し込み 新潟インダストリアルプロモ
ーションセンター（商工振興課内�
224-0550）へ

曽野木地区公民館 新潟の文学風景
日時 １月30日・２月13日・３月６日午
前10時～正午　定員 先着60人
内容 八一・安吾・未明にかかわる最近
の話題について
申し込み 同館（�280-6810）へ

市役所周辺駐車場案内
周辺駐車場の混雑が予想される日

期日 時間帯 期日 時間帯

1/13 午後 1/20 夜

1/14 夜 1/27 午後・夜

東総合スポーツセンター
申し込み �は当日直接同センターへ、
�は１月27日（必着）までに往復はがき
に希望講座名、住所、氏名、電話番号、
年齢、性別を記入し、はなみずき3-4-1、
同センター（�272-5150）へ
※応募多数の場合抽選
�親子で遊ぼう！親子遊戯教室
日時 １月18日午前10時～11時半
対象 未就学児と保護者　※保護者のみ
入場料200円必要　持ち物 室内運動靴
�ソフトエアロビクス教室
日時 ２月４日～３月18日午後１時半～
３時（月曜全５回） 対象 成人200人
参加費 1,000円　※別途入場料200円必要
�スポーツ栄養学講習会
日時 ２月６・13日午後７時～８時半
定員 100人　参加費 500円

坂井輪地区親善ソフトバレーボール
日時 ２月17日午前９時10分から
会場 西総合スポーツセンター
対象 社会人　
種別 混合・女子（各２クラス）
参加費 １チーム1,000円
申し込み １月28日（必着）までに所定
の申込書を、寺尾西5-7-24、貝沼（�26
0-2541）へ

異文化を知る会・中国編
日時 １月20日午後２時～４時
会場 万代市民会館　参加費 300円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 新潟国際友好市民の会・加
藤（�266-6546）へ

平
成
10
年
に
聖
籠
町
に
オ
ー

プ
ン
し
た
、
温
泉
入
浴
施
設

「
聖
籠
観
音
の
湯
　
ざ
ぶ
〜
ん
」。

地
下
１
１
０
０
�
か
ら
湧
き
出

す
自
慢
の
温
泉
は
、
海
水
か
と

思
う
ほ
ど
に
塩
辛
い
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
塩
化
物
強
塩
温
泉
で
、
湯

冷
め
し
に
く
く
、
皮
膚
病
な
ど

に
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
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、
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ど
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ネッ
トワー

ク

広域 �
聖籠町

り
、
偶
数
日
と
奇
数
日
に
よ
っ

て
男
湯
と
女
湯
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

館
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
休

憩
用
の
大
広
間
、
個
室
な
ど
が

あ
り
、
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
お
風
呂
を
楽
し

め
る
「
ざ
ぶ
〜
ん
」
へ
、
家
族

そ
ろ
っ
て
出
か
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

開
館
時
間

午
前
９
時
半
〜
午

後
９
時
半
（
入
館
受
付
は
午
後

８
時
半
ま
で
）

入
館
料

中
学
生
以
上
７
０
０

円
、
小
学
生
以
下
４
０
０
円

（
４
歳
未
満
は
無
料
）

※
無

料
の
休
憩
用
の
大
広
間
（
80
畳
）

あ
り
。
個
室
は
有
料

休
館
日

第
１
・
３
火
曜
日

（
１
・
５
・
12
月
は
第
３
火

曜
日
の
み
休
館
。
火
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
、
12

月
31
日
、
１
月
１
日

問
い
合
わ
せ

聖
籠
観
音
の

湯
　
ざ
ぶ
〜
ん
（
�
０
２
５

４
・
２
７
・
１
１
２
６
）
へ

め
、
ヒ
シ
ク
イ
や
マ
ガ
ン
、
ミ

コ
ア
イ
サ
な
ど
多
く
の
ガ
ン
カ

モ
類
が
越
冬
に
訪
れ
、
シ
ー
ズ

ン
中
一
番
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

少
し
早
起
き
を
し
て
、
水
鳥

た
ち
の
生
活
を
そ
っ
と
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１
月
27
日
午
前
７
時
半

〜
10
時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所

佐
潟
水
鳥
・
湿
地

セ
ン
タ
ー
前

持
ち
物

双
眼
鏡
、
長
靴

申
し
込
み

当
日
直
接
集
合
場

所
へ

問
い
合
わ
せ

環
境
対
策
課

（
�
内
線
２
７
３
１
）
へ

経
済
交
流
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
て�

　
北
東
ア
ジ
ア
経
済
会
議
2002�
イ
ン
新
潟�

例
制
度
」
が
、
経
済
的
に
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
に
は

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

す
で
に
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
加

入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
課

（
�
内
線
２
６
６
６
）
へ

20
歳
は
国
民
年
金
の
ス
タ

ー
ト
の
時
で
す
。
日
本
に
住

む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。20

歳
の
誕
生
日
前
に
加
入

の
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

学
生
に
は
「
学
生
納
付
特

申
し
込
み

１
月
18
日（
必
着
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
「
地

域
協
力
専
門
家
会
合
」
は
同
事

参
加
費

４
０
０
０
円

申
し
込
み

１
月
18
日（
必
着
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
、
新

光
町
４
・
１
、
同
事
務
局
（
県

企
画
課
内
�
２
８
０
・
５
０
８

７
）
へ

問
い
合
わ
せ

産
業
企
画
課

（
�
内
線
２
５
１
８
）
へ

食
材
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催

関
連
行
事
と
し
て
、
１
月
28

日
に
「
地
域
協
力
専
門
家
会
合
」、

29
日
に
「
食
材
セ
ミ
ナ
ー
」
と

「
食
材
展
示
商
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
＝
表
２
＝
。

北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
形
成

と
地
域
全
体
の
発
展
を
目
指
す

「
北
東
ア
ジ
ア
経
済
会
議
２
０

０
２
イ
ン
新
潟
」（
県
・
本
市
・

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
な
ど
主
催
、
国
際

連
合
共
催
）
が
、
１
月
28
・
29

日
に
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
会
議
に
は
、
国
内
を
は
じ

め
と
す
る
北
東
ア
ジ
ア
各
国
・

地
域
、
国
際
機
関
の
有
識
者
ら

が
多
数
参
加
。
講
演
や
セ
ミ
ナ

ー
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
通
じ
て
、
北
東
ア
ジ

ア
経
済
圏
に
対
す
る
具
体
的
な

論
議
と
政
策
提
言
を
行
い
ま

す
＝
表
１
＝
。

会
場

ホ
テ
ル
新
潟

定
員

３
０
０
人

市
で
は
、
２
月
３
日
に
「
青

少
年
健
全
育
成
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

講
師
は
、
京
都
市
ス
ポ
ー
ツ

政
策
監
督
や
伏
見
工
業
高
校
ラ

グ
ビ
ー
部
総
監
督
を
務
め
る
山

口
良
治
さ
ん
。
熱
意
あ
ふ
れ
る

指
導
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
感
動
を

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
し
て
き

た
山
口
さ
ん
の
話
か
ら
、
青
少

年
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
取
り

ざ
た
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
大
人

が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
３
日
午
前
９
時
45

分
〜
11
時
45
分

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
劇
場

演
題

熱
き
感
動
を
求
め
て
〜

信
は
力
な
り

対
象

18
歳
以
上
先
着
２
０
０

人申
し
込
み

青
少
年
課
（
�
内

線
３
２
６
４
）
へ

は
、
新
潟
市
域
の
海
岸
保
全
施

設
整
備
計
画
原
案
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
＝
表
＝
。

説
明
会
は
、
同
整
備
計
画
に

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
よ
う
と
、
市
内
３
会

場
で
実
施
。
同
整
備
計
画
は
、

海
岸
保
全
の
基
本
事
項
や
施
設

整
備
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

海
岸
保
全
基
本
計
画
の
一
部
と

な
り
ま
す
。

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

土
木
総
務
課

（
�
内
線
２
９
２
７
）
へ

わ
た
し
た
ち
の
共
有
財
産
で

あ
る
海
岸
を
、
よ
り
良
い
形
で

次
世
代
に
引
き
継
ご
う
と
、
堤

防
、
離
岸
堤
、
人
工
リ
ー
フ
な

ど
の
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
る
、
市
と
国
、
県
で

１月16日
午後１時半～３時半

坂井輪地区事務所

北地区コミュニティ
センター

中央公民館

１月17日
午前10時半

～午後０時半

１月20日
午後１時半～３時半

日　時 会　場

聖籠観音の湯　ざぶ～ん

務
局
へ
、
「
食
材
セ
ミ
ナ
ー
」

と
「
食
材
展
示
商
談
会
」
は
上

大
川
前
通
６
・
１
１
７
８
・

１
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
（
�
２
２

２
・
３
１
４
１
）
へ

※
関
連
行
事
の
参
加
は
無
料

山口良治さん

表1

期日

1・28

1・29

13:00～
15:30
10:00～
12:00
12:00～
17:30

地域協力専門家会合

中国東北・食材セミナー

中国東北・食材展示
商談会

地方間協力の可能性とＯＤＡの利用
可能性を検討

中国黒龍江省・吉林省・遼寧省の優
れた食材を企業向けに紹介

時　間 事　業　名 内　容

表2

※申込書は市役所本館・分館案内、黒埼支所、地区事務所、公民館、西新潟市
民会館、万代市民会館で配布しているほか、市のホームページからも取り寄せ
ることができます

期日

1・28

10:00～
11:40

13:00～
15:30

13:00～
18:00

15:50～
18:20

9:30～
12:00

13:20～
15:10

15:30～
18:00

1・29

時　間 事　業　名 内　容

開会・基調講演

貿易・投資パネル
「IT時代のビジネスモ
デル＠北東アジア」

運輸・物流専門家会合
（運輸・物流常設分科会）

開発金融パネル「北東
アジアの開発資金供給
スキームと日本の協力」

環境パネル「北東アジアに
おける環境産業：民間活力
による環境の保全と再生」

エネルギーセミナー

貿易・投資セミナー

総括セッション

高垣佑（�ロシア東欧貿易会会長）
による講演など

情報技術（IT）を活用したグローバル
なビジネス展開事例と産業動向の紹
介。ビジネスモデルの可能性について

「北東アジア輸送回廊構想（ビジョ
ン）」を提示し、回廊の整備促進を
図る

インフラ開発を促進するための開発
金融の枠組み作りに向けたアプロー
チ法を比較検討

都市環境の保全と再生に関する現状
や課題についての報告。環境産業の
発展方策についての検討

北東アジアにおける天然ガスパイプ
ライン構想についての講演
北東アジア各国・地域の最新の貿
易・投資環境の情報提供
会議全体の総括。将来の課題を整理
し、宣言文を採択


